
　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
災
害
時
に
住
民

の
避
難
や
救
護
、
救
難
な
ど
一
刻
を
争
う

と
き
、
素
早
く
対
応
す
る
た
め
日
ご
ろ
か

ら
地
域
に
お
い
て
備
え
て
お
く
自
主
的
な

防
災
組
織
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

や
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
避
難
や
避
難
所
生
活

に
お
い
て
は
、「
地
域
の
力
」
の
大
切
さ

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害

の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
行
政
の
力

（
公
助
）
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
ま
た
、

自
分
の
身
を
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て
守
る

（
自
助
）に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
、

地
域
や
近
隣
の
人
が
集
ま
っ
て
、
互
い
に

協
力
し
合
い
な
が
ら
防
災
活
動
に
組
織
的

に
取
り
組
む
こ
と（
共
助
）が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
「
自
助
」「
共
助
」「
公

助
」
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
り
、
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
鞍
手
町
も
平
成
23
年

度
に
各
行
政
区
単
位
で
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
自

助
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
ぜ
自
主
防
災
組
織
が

必
要
な
の
か

自
主
防
災
組
織
と
は

み
ん
な
で
考
え
よ
う

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り自　助 共　助

公　助

自分の身は
自分で守る

地域や近隣の人が
互いに協力し合う

災害時の被害を抑える

国や都道府県、市町村
等の行政、消防機関等
による救助・援助等

地域の防災力

自助・共助・公助のしくみ

自
助
の
ポ
イ
ン
ト

◆
非
常
時
持
出
品
、
備
蓄
品
を
準
備
す

　
る

◆
家
の
中
や
家
の
周
囲
を
安
全
に
す
る

　（
家
具
の
固
定
な
ど
）

◆
自
然
災
害
の
危
険
性
を
理
解
す
る

◆
災
害
か
ら
身
を
守
る
具
体
的
な
方
法

　
を
知
る
（
地
震
時
に
テ
ー
ブ
ル
の
下

　
で
身
を
守
る
な
ど
）

◆
家
族
と
の
連
絡
方
法
を
確
認
す
る

◆
災
害
発
生
時
の
安
全
な
避
難
方
法
を

　
知
る

大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
一
刻
を
争
う

よ
う
な
場
合
は
、「
自
分
た
ち
の
こ
と
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域
に
お

け
る
自
主
的
な
防
災
対
応
が
必
要
で
す
。

町
で
は
、
41
の
行
政
区
に
そ
れ
ぞ
れ
自

主
防
災
組
織
を
設
立
し
て
い
ま
す
。

▲身を守る方法

▲非常時持出品の準備

町内にある避難所を確認
災害時は、いつも通っている道が通れなく
なっていることもあります。もしものとき
に慌てなくていいよう、避難所までの別の
道も確認しておきましょう。

情報をすばやくキャッチ
大雨や台風のとき、気象庁、県や市町村
などはさまざまな気象情報を発表しま
す。どのような状態を意味するのか知っ
ておくことは大変重要です。

注意報…災害の恐れがあるときに出されます
警報……重大な災害の恐れがあるときに出され
　　　　ます。
土砂災害警報情報…土砂災害の恐れがあるとき
　　　　　　　　　に出されます。
台風情報……台風が発生したときに出されま
　　　　　　す。
特別警報……重大な災害による危険性がいちじ
　　　　　　るしく高まったときに出されます。
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自
主
防
災
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東
日
本
大
震
災
や
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
よ
う
な
、
消
防
署
な
ど
の
公
的
防

災
機
関
の
対
応
力
を
上
回
る
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
倒
れ
た
家
屋
の

下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
救
出
す
る
の
は

一
刻
を
争
い
ま
す
。
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
や

自
衛
隊
の
到
着
を
待
っ
て
い
る
わ
け
に

は
い
か
ず
、
家
族
や
近
所
の
人
た
ち
が

協
力
し
て
救
出
活
動
に
あ
た
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
域
に
暮
ら
す
私
た

ち
は
、
お
互
い
に
助
け
た
り
、
助
け
ら

れ
た
り
す
る
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　
「
共
助
」
と
は
、簡
単
に
言
え
ば
「
困
っ

た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
」
の
精
神
で
す
。

平
常
時
の
地
域
住
民
の
交
流
が
深
け
れ

ば
深
い
ほ
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
共

助
の
力
は
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
る
は

ず
で
す
。
難
し
く
考
え
ず
、
ご
近
所
同

士
で
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
合
い
、
顔
見

知
り
に
な
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

地
域
の
41
の
自
治
会
に
は
、
す
べ
て

に
自
主
防
災
組
織
が
あ
り
、
こ
れ
は
地

域
住
民
に
よ
る
任
意
の
防
災
組
織
で
す
。

住
民
同
士
の
支
え
合
い
は
、
災
害
発
生

時
の
避
難
生
活
が
長
引
く
場
合
に
も
、

困
難
を
乗
り
越
え
る
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
で
自
主
防
災

組
織
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
災

害
に
強
い
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◉
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
に
は
、
救
助

　
隊
よ
り
も
ご
近
所
さ
ん

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
な
ど

の
自
然
災
害
。

　

そ
れ
ら
の
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、

一
番
頼
り
に
な
る
の
は
ご
近
所
さ
ん
で

す
。
平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、「
隣
人
や
友
人
に
助
け
ら
れ
た
」
と

い
う
人
が
「
救
助
隊
に
助
け
ら
れ
た
」
と

い
う
人
よ
り
も
は
る
か
に
多
か
っ
た
そ
う

で
す
。
遠
く
の
親
類
よ
り
近
く
の
他
人
。

救
助
隊
よ
り
も
ご
近
所
さ
ん
な
の
で
す
。

◉
ご
近
所
づ
き
あ
い
を
見
直
そ
う

　

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
活

発
な
地
域
ほ
ど
「
共
助
」
が
有
効
に
働
き
、

人
的
な
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

災
害
の
と
き
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
役
に
立
ち
ま
す
。
近
年
、
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
て
き
た

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
も
う
一
度
「
ご
近
所

づ
き
あ
い
」
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◉
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
に
な
る

　
の
は
昔
も
今
も
区
・
隣
組

　

鞍
手
町
の
自
主
防
災
組
織
は
、
す
べ
て

区
単
位
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時

に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
危
険
な
地
域
住
民
の

た
め
に
自
主
防
災
組
織
は
活
動
し
ま
す
。

し
か
し
、
平
常
時
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
加
わ
る
こ
と
で
、
普
段
の
住
民
相
互
の

信
頼
関
係
を
築
き
、
情
報
の
共
有
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
緊
急
を
要
す
る
災
害
時
に

自
主
防
災
組
織
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
活
動

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◉
区
・
隣
組
に
加
入
す
る
に
は
…

　

町
で
は
、
区
や
隣
組
へ
の
加
入
を
希
望

す
る
人
に
区
長
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
区
長
さ
ん
が
分
か

ら
な
い
と
き
な
ど
は
、
役
場
総
務
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

災
害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
し
、
被
災

者
と
被
災
し
た
地
域
社
会
が
復
旧
・
復

興
し
て
い
く
に
は
、
自
分
や
家
族
が
取

り
組
む
「
自
助
」
だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
て

助
け
合
う
「
共
助
」
が
必
要
で
す
。
こ

こ
で
は
、
共
助
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
協
力
し
て

災
害
に
備
え
る

共
助
の
ポ
イ
ン
ト

◆
情
報
の
収
集
・
伝
達

◆
救
出
活
動

◆
初
期
消
火
活
動

◆
避
難
誘
導

◆
医
療
救
護
活
動

◆
給
食
・
配
水
活
動

１ 避難準備情報 ２ 避難勧告 ３ 避難指示
人的被害の発生する
危険性が明らかに高
まった状況の際に発
令され、住民に対し、
避難所等への避難を
求めるものです。

人的被害の発生する
危険性が非常に高
まった状況の際に発
令され、住民に対し、
避難所等への避難を
強く求めるもので
す。

人的被害の発生する危険性
が高まった状況の際に発令
され、避難するのに時間が
かかる高齢者や要援護者や
その支援者は避難を始める
ものです。また、通常の避
難行動ができる人は、家族
との連絡、非常時持出品の
用意など避難の準備を始め
ます。 避難に関する　　つの情報

災害の危険が迫って住民の避難が必要になった場合に、町は避難に関する情報を
発令をします。発令される情報は３つで、状況の深刻度に応じて出され、住民の
みなさんは、各情報に応じた避難行動が求められます。

３

▲避難誘導 ▲初期消火活動

▲情報の収集・伝達 ▲救出活動


